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は じ め に

ウニ類資源の増殖対策としてば､従来から投石等yEよる漁場造成か行をわれ､か夜力成果をあげている.

現在のところ青森県では､これ ら消極的な対策の他には積極的増殖手段は行なわれてLへない.青森県の

ウニ類漁獲高は第1区め よう把上昇傾向をたどっている｡

しか し上昇の主夜要因は漁獲強度

の増大把よるもLZ)と思われること

から､積極的増殖手段の考慮も必

賓と思われる｡

著者はその一方法とも思われる

キタムラサキウニの人工採首試験

を行なう機会を得たのでその療果

yEついて報告する｡

材料および方法

(1) 期 間

昭和44年9月16日一一昭和

44年11月21日

(2)親 ウ､ニ

使用した親ウニは茂浦産のも

ので穀長4～6mのもの

(3)採卵 方 法

鱒% 17 才 Q 押 〝 P ケ∫ 仰 好 喝 を-第1図 青森県把おけるウニ漁獲高

の年変動親 ウニの口器を取b去れ 内部の体液を除去 したのち､大型シ ャーレに虻門が浸る程度yc海水を満

たし､その中へ親ウニを入れ口

器部分よb0.5モ ル KC･e溶 液をピペ ットで1-2滴注入 し産卵誘発を行なった｡(4) 飼 育方 法

水槽は海水を満た した水槽内VE幼生飼育用の5002ポ.)エチレン水槽を入れて2重槽とした.飼育密度は1･100個体/Lで飼育を開始 した.餌料としてはChaetcceroscalcitransを3,000ce

lls/cc の割合で授与 したo水攻は 3-6日托一変底面よbサイフオ



｢

なお沈着間近の10月1'6日からは別の水槽内でPlaty･monasSpを波板把付着させ､これを飼育水

槽の中層へ水平vc吊 して沈着後の初期餌料としたo全期間を通 じての飼育水温は室温で飼育 した た

め13℃～20℃範囲であったo

結果および考察

飼育結果は第2図に示 したo

採取できた受精卵は約80万

個で､その時の 筋 化.率は70

帝であった.浮上した時の幼生

の大 きさは腕長約0.16卿で受

精後約26時間でほとんどがピ

ラミッド型幼生 (0.18仰)と

なった｡受精後約40時間でブ

ルテウス.4腕期､10日日vcは

8腕期 (0.757研)となった.

約2週間で最高0.95卿まで伸

び10日間はこの状態で浮遊生

活が続いた｡その後は徐々托.腕

の収縮が始まD､飼育開始後40

日日vcは管足が出現 し､時々底
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第2図 キタムラサキウニの成長および歩留b

砕腕長はビラミットの頂点から腕の先端までを測定したものを

平均値で表わした｡

･x･殻径は頼､管足を除いた殻の直径を測定したものの平均値で

表わした｡

面をはうようVEなった.この頃よb波板にPlatymonasspを付着培養したものを飼育水槽の下層へ吊し､

ウニの沈着するのを待った｡

付着板 垂下後3-4日すると管足が6個ycなった稚ウニが沢山付着しているのか観察された.その後

1週把1度の割合で新しいP】atymonasspを付着させた波板と取b換え飼育を続けたところ､飼育開始

後約9週間で1nm近 (の薄赤色をした稚ウニ約10,000個か生産できた｡

生残率把ついては第2図のようVC非常に悪 く､特に浮遊期初期および沈着期vc問題があb飼育水の交

換ycついても､期間､方法等の検討を行なえばさらVC生残率は高まるものと思われる｡

今後の問厚としては前述の他vc沈着ウニの飼育方法､それVE対する付着性餌科の検討､種苗放流の可

能性などの試験も必要と思われる｡
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